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育する父親 7 名を対象とした。調査期間は、2018 年 4








































平 成 3 0 年 度 社 会 福 祉 学 研 究 科 　 修 士 論 文 要 旨
思形成支援の難しさ】【本人と親 / 家族の思いのズレ】
【関係機関との連携・調整の難しさ】【制度化された相
談支援への危惧】【意思決定支援のなじみの薄さ】が
確認された。
　考察では、相談支援専門員が行っている意思決定支
援の構造について「本人」の意思決定支援に影響を及
ぼすのは「相談支援専門員」だけではなく、「本人」を
取り巻く周囲の環境である「親/家族」「関係機関」「制度・
ガイドライン」からも直接的・間接的に影響を与え合う
構造が示された。さらに、意思決定支援の課題として、
①意思決定支援の考え方やガイドラインが浸透してい
ないこと、②制度化された相談支援が影響しているこ
と、③相談支援専門員の置かれている立場が厳しいこ
との 3 点が示された。これらを踏まえ、意思決定支援
が現場で実践されるためには、支援者だけでなく多く
の人が意思決定支援について正しく理解し、考え方が
浸透していくように、日頃の実践から意識的に取り組
むことが必要であることが示唆された。その周知と仕
組みづくりには、意思決定支援会議を活用し相談支援
専門員一人だけが抱え込むことのないよう、本人を取
り巻く多くの人と本人の思いを共有しながら、チームで
支えていくという実践が必要であることが考察された。
平成 30 年度社会福祉学研究科　修士論文要旨
